
5月20日（土）に、運動会を行いました。前日の雨で開催が心配されましたが、当日は

晴天に恵まれ、絶好の運動会日和となりました。   

子どもたちは仲間と協力しながら、競技に参加したり、応援したりして取り組むことが

できました。どの種目も、子どもたちが精一杯頑張る様子が見られ、これまでの練習の成

果を発揮することができたように思います。 

なお、当日の写真をインターネット販売する予定です。詳細は、後日配付する案内をご

確認ください。 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        令和 5年度 名古屋市立浮野小学校                              Ｎｏ．３ 

                                    

                                                                          6月号 

５月 31日 

世帯数配付 

【3･4 年：綱引き】 

【 1･2 年：玉入れ 】 【縦割り班対抗長縄８の字跳び】 

【3･４年：中学年短距離走】 

【 ５･６年：高学年短距離走 】 

【 縦割り班対抗リレー 】 

【 5･6 年：大玉リレー 】 【1･2 年：低学年かけっこ】 



運動会のアンケートより 

A:大変そう思う B:だいたい思う C:あまり思わない D:まったく思わない   回答数123（人）   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  A B C D 

①  お子様は、運動会を楽しんでいた。 74 47 2 0 

②  
縦割り班による種目（長縄・縦割り班リレー）から、お子様の頑

張りが伝わってきた。 
83 40 0 0 

③  かけっこや短距離走から、お子様の頑張りが伝わってきた。 99 24 0 0 

④  
ペア学年競技（玉入れ〈１・２年〉、綱引き〈３・４年〉、大玉リ

レー〈５・６年〉）から、お子様の頑張りが伝わってきた。 
96 26 1 0 

⑤  お子様は、運動会のことを家でよく話した。 69 45 7 2 

先日の運動会に関しまして、様々な意見をいただきましたので一部ですが紹介させていただきます。 

○途中休憩があるのは、熱中症予防によかったと思うので、来年も続けてほしい。 

○暑いこともあり、競技の内容も少なくてよかったと思う。 

〇短距離走で、一人一人名前が呼ばれるので、見逃すことがなくよかった。 

〇練習をするようになってから、よく家で運動会の話をしていたり、楽しみにしたりしているようでした。 

〇子どもたちの頑張る姿がうれしかった。 

〇児童用の席にテントを設置してほしい。 

〇競技中の子どもの様子を優先的に見ることができる保護者用の撮影場所を作ってほしい。 

〇浮野小学校ならではのプログラム内容を検討してほしい。 

お寄せいただいたご意見は、今後の運動会をより良くしていく観点から、検討していきたいと思います。貴

重なご意見、誠にありがとうございました。 

◇ ◇ ◇ お願い と お知らせ ◇ ◇ ◇ 

≪教育相談週間について≫ 

６月５日（月）から９日（金）までを教育相談週間として、児童の心の様子を把握するために、児

童一人一人と向き合う時間を設定しています。相談日は、通学分団方面別に行います。 

≪教育相談日について≫ 

今年度も昨年度同様に、本校スクールカウンセラーの来校日を「教育相談日」とします。教育相

談日については、学年だよりに記載していますので、確認していただき、ぜひ、ご活用ください。子ど

もたちからの申し出も受け付けますので、ご承知おきください。 

☆ 今年度の学校努力点の授業について ☆ 

各学校が特に重点を置いて指導していく「学校努力点」というものがあります。本校は、今年度

から「体を動かす楽しさを感じ、運動に親しもうとする児童の育成～児童の運動に対する意欲を高

める活動に重点を置いて～」というテーマを掲げ、授業実践に取り組んでいきます。授業実践の様

子は、学校だよりや学年だよりにて、随時お知らせしていきます。 

この努力点を意識した授業では、授業の前に教員同士が検討し合ったり、授業後に振り返りを

行ったりして、教員同士が学び合います。そして、子どもたちが「もっと体を動かしたい」「運動って

楽しい」という授業づくりに生かしていきます。 


